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公共建造物への寄付呼び掛けを

 年 の
業況ＤＩ

建
設
、衣
生
活
で
上
昇

日
本
公
庫
が

中
小
企
業
に
調
査

円
高
、五
輪
に
期
待

企業後継者

３
社
に
２
社
が
不
在

帝
国
デ
ー
タ

調

査
候
補
４
割
が「
子
供
」

Ｔ
Ｐ
は

ヵ
月
ぶ
り
減

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
売
上
高
月速報


月
の
完
全
失
業
率

前
月
と
同
率
の

％

総
務
省
調
査

２
件
、
負
債

億
円

旅
行
業
の
倒
産

  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
    ，
    ，
  ，  ，
    ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  ，
  ，  
  ，
合計  ，  ，

ホテル・旅館経営業者の倒産

月 件数 負債総額
（百万円） 件数 負債総額

（百万円）

年 年

　
平
成
も
残
り
１
年
と
４
カ

月
。
昭
和
の
高
度
経
済
と
平
成

の
バ
ブ
ル
景
気
を
乗
り
越
え
て

生
き
残
っ
て
き
た
旅
館
は
、
つ

い
に
「
昭
和
」
「
平
成
」
を
経

て
新
元
号
の
時
代
に
突
入
す

る
。
「
明
治
、
大
正
、
昭
和
」

の
旅
館
と
同
じ
く
ら
い
、
老
舗

感
が
漂
っ
て
く
る
。
新
し
い
元

号
を
迎
え
る
の
が
楽
し
み
だ
。

　
し
か
し
一
方
で
、
旅
館
を
取

り
巻
く
状
況
は
一
層
の
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
厚
労
省
の
宿

泊
施
設
数
に
関
す
る
統
計
に
よ

れ
ば
、
平
成

年
度
は
８
９
９

０
軒
だ
っ
た
ホ
テ
ル
営
業
が
平

成

年
度
に
は
１
万
１
０
１
軒

と
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、

平
成

年
度
に
５
万
５
５
６
７

軒
あ
っ
た
旅
館
営
業
が
、
平
成


年
度
に
は
３
万
９
４
８
９
軒

と

年
で
１
万
５
０
７
８
軒
も

激
減
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
旅
館
の
減
少
が

続
く
中
、
簡
易
宿
所
は
平
成


年
度
の
２
万
２
３
９
６
軒
か
ら

平
成

年
度
に
は
２
万
９
５
５

９
軒
へ
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、

旅
館
と
の
差
も
９
９
３
０
軒
と

軒
数
と
し
て
は
か
な
り
迫
っ
て

き
て
い
る
。
背
景
に
は
古
民
家

な
ど
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た

新
し
い
タ
イ
プ
の
宿
泊
形
態
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
伴
う

宿
泊
特
化
型
施
設
の
需
要
の
高

ま
り
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
今
年
６
月

日
に
は
住
宅
宿

泊
事
業
法
い
わ
ゆ
る
民
泊
新
法

も
施
行
さ
れ
、
民
泊
が
合
法
的

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
旅
館

は
さ
ら
に
厳
し
い
競
争
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
ま
た
、
政
府
は
旅
館
業
法
の

一
部
改
正
を
行
い
、
ホ
テ
ル
営

業
と
旅
館
営
業
に
区
別
さ
れ
て

い
る
営
業
種
別
を
「
旅
館
・
ホ

テ
ル
営
業
」
へ
一
本
化
す
る
方

針
を
掲
げ
て
い
る
。
改
正
法
で

は
ホ
テ
ル
と
旅
館
の
最
低
客
室

数
が
そ
れ
ぞ
れ

室
以
上
、
５

室
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
た
規

制
が
撤
廃
さ
れ
る
ほ
か
、
洋
室

に
は
洋
式
の
寝
具（
ベ
ッ
ド
）、

和
室
に
は
和
式
の
寝
具（
布
団
）

と
い
っ
た
縛
り
も
な
く
な
る
。

現
実
に
は
、
和
室
に
ベ
ッ
ド
を

置
く
ス
タ
イ
ル
は
い
ま
や
珍
し

く
な
く
、
規
制
撤
廃
は
妥
当
な

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
和
室
を
基
本
と
し

た
旅
館
は
日
本
独
自
の
宿
泊
形

態
で
あ
り
、
法
律
上
は
「
旅
館

・
ホ
テ
ル
業
」
と
一
括
り
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
西
洋
式
の
ホ

テ
ル
と
は
文
化
的
に
異
な
り
両

者
は
決
し
て
同
質
の
も
の
で
は

な
い
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
独
自
の
伝

統
様
式
で
あ
る
雪
見
障
子
に
し

て
も
、
こ
の
障
子
を
通
し
て
庭

を
眺
め
る
た
め
に
は
畳
に
座
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
畳
の
な

い
家
で
暮
ら
し
て
い
る
現
代
人

や
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
座
る

と
い
う
行
為
自
体
が
非
日
常
的

な
文
化
体
験
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
座
る
と
い

う
行
為
を
促
す
の
が
旅
館
に
は

あ
る
が
、
ホ
テ
ル
に
は
な
い
和

室
の
「
畳
」
な
の
で
あ
る
。

　

年
ほ
ど
前
、
某
旅
館
経
営

者
に
「
旅
館
と
ホ
テ
ル
の
違
い

は
、
畳
、
浴
衣
、
箸
の
文
化
に

あ
る
」
と
教
わ
っ
た
こ
と
が
あ

る
。順
番
を
変
え
れ
ば
衣
、食
、

住
。
旅
館
に
は
日
本
の
文
化
や

暮
ら
し
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
だ
。
浴
衣
を
着
て
、
時

間
を
か
け
て
日
本
料
理
を
食
べ

る
。
ま
さ
に
珠
玉
の
日
本
文
化

体
験
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、

「
旅
館
は
日
本
文
化
の
伝
承
者

た
れ
」
と
ご
教
授
く
だ
さ
っ
た

の
は
、
佐
賀
県
嬉
野
温
泉
和
多

屋
別
荘
の
小
原
健
史
氏
だ
っ

た
。

　
旅
館
に
は
ホ
テ
ル
や
民
泊
に

は
な
い
日
本
の
伝
統
文
化
が
随

所
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。

「
旅
館
文
化
」
を
守
り
ぬ
く
こ

と
。
そ
れ
が
旅
館
業
界
の
使
命

だ
と
肝
に
銘
じ
新
し
い
１
年
も

精
進
し
た
い
。

　
米
国
の
大
学
や
高
校
を
訪

問
し
て
驚
く
の
は
、
多
く
の

教
室
や
体
育
館
、
ホ
ー
ル
等

は
、
個
人
の
寄
付
に
よ
っ
て

建
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

米
国
に
は
公
共
物
が
寄
付
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
と

い
う
寄
付
文
化
が
根
強
く
横

た
わ
る
。
寄
付
者
の
名
は
永

遠
に
遺
る
に
加
え
、
最
大
の

社
会
貢
献
と
な
ろ
う
。

　
先
日
、
国
士
舘
大
学
の
創

立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
に

出
席
し
た
。
全
国
体
育
ス
ポ

ー
ツ
系
大
学
協
議
会
の
会
長

と
し
て
祝
辞
を
述
べ
る
光
栄

に
も
あ
ず
か
っ
た
。
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の
一
番
広

い
宴
会
場
は
満
員
、
同
窓
の

絆
の
強
さ
を
う
ら
や
ま
し
く

感
じ
た
。
式
典
後
の
祝
賀
会

に
も
三
笠
宮
彬
子
女
王
殿
下

も
ご
臨
席
さ
れ
、
久
し
く
テ

ー
ブ
ル
を
囲
ま
せ
て
い
た
だ

い
た
。
国
士
舘
大
に
は
イ
ラ

ク
考
古
学
研
究
所
が
設
置
さ

れ
て
い
て
、
故
人
と
な
ら
れ

た
三
笠
宮
崇
仁
殿
下
が
日
本

オ
リ
エ
ン
ト
学
会
の
会
長
で

あ
ら
れ
た
関
係
で
、
三
笠
宮

家
と
国
士
舘
大
の
関
係
が
深

い
ら
し
い
。

　
女
王
殿
下
の
右
隣
り
に
大

澤
英
雄
理
事
長
の
席
が
あ

り
、
そ
の
隣
は
、
毛
利
元
敦

氏
で
あ
ら
れ
た
。
私
も
す
ぐ

近
く
に
席
を
い
た
だ
い
て
い

た
の
で
、
毛
利
氏
と
親
し
く

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

「
毛
利
」
と
聴
い
て
、
す
ぐ

に
長
州
藩
主
の
末
裔
だ
と
想

起
し
た
。
国
士
舘
大
と
の
関

係
に
つ
い
て
失
礼
な
が
ら
質

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
創
立
者
柴
田
徳
次
郎
翁
が

麻
布
か
ら
世
田
谷
の
松
陰
神

社
の
横
に
移
転
し
た
際
、
土

地
の
世
話
を
し
て
下
さ
っ
た

の
は
毛
利
家
で
あ
っ
た
と
い

う
。
現
在
で
は
一
等
地
で
あ

る
が
、
吉
田
松
陰
の
思
想
を

継
ぐ
柴
田
翁
の
国
士
づ
く
り

の
心
意
気
に
感
動
し
た
毛
利

家
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
長

州
藩
の
土
地
を
大
学
に
提
供

さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
私

は
納
得
し
た
。
な
ぜ
大
学
が

毛
利
氏
を
女
王
殿
下
の
近
く

の
席
に
し
た
か
を
、
だ
。

　
国
士
舘
大
学
は
、
こ
の
少

子
化
時
代
に
あ
っ
て
も
勢
い

よ
く
発
展
さ
れ
て
い
る
。
武

道
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
ア

ジ
ア

世
紀
学
部
と
い
う
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
を
見
越
し
た

学
部
を
数
年
前
に
設
置
し
脈

々
と
吉
田
松
陰
の
思
想
を
継

承
さ
れ
て
い
る
か
に
映
る
。

　
も
し
毛
利
家
が
土
地
の
世

話
を
し
な
け
れ
ば
、
現
在
の

国
士
舘
大
学
は
隆
盛
を
極
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
と
く
に
東
京


区
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持

つ
大
学
の
強
み
は
表
現
し
が

た
い
ほ
ど
大
き
く
、
私
た
ち

日
体
大
も
そ
の
恩
恵
に
浴
し

て
い
る
。
大
学
の
持
つ
土
地

の
資
産
評
価
が
高
い
た
め
、

こ
れ
を
担
保
に
借
金
す
れ
ば

立
派
な
校
舎
が
建
つ
。
東
京


区
内
の
大
学
の
強
さ
の
原

点
は
、
土
地
の
価
値
に
あ
る

と
い
え
よ
う
。国
士
舘
大
は
、

毛
利
家
に
建
学
の
精
神
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
名
だ
た

る
総
合
大
学
と
し
て
１
０
０

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
だ
。

　
日
本
人
に
は
、
大
成
功
し

た
人
で
も
母
校
に
寄
付
を
す

る
と
い
う
発
想
が
乏
し
い
。

小
学
校
で
あ
れ
、
中
学
校
で

あ
れ
、
卒
業
し
た
成
功
者
が

個
人
の
寄
付
と
し
て
校
舎
を

建
て
た
例
を
私
は
知
ら
な

い
。
大
学
に
は
幾
つ
か
の
例

は
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
盛
ん

で
は
な
い
。

　
地
方
自
治
体
は
、
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
に
は
熱
心
で
あ

る
が
、
校
舎
や
公
共
の
建
造

物
へ
の
寄
付
を
呼
び
掛
け
る

べ
き
だ
と
思
う
。
年
ご
と
に

相
続
税
が
高
く
な
り
、
国
へ

の
貢
献
は
大
き
く
と
も
、
故

郷
の
発
展
は
限
ら
れ
る
。
米

国
に
あ
っ
て
は
建
造
物
に
寄

付
者
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
る

が
、
奥
ゆ
か
し
い
日
本
人
は

そ
れ
を
嫌
う
。
し
か
し
、
そ

の
日
本
人
の
国
民
性
が
寄
付

文
化
を
限
定
し
て
き
た
の
で

あ
る
。
祭
礼
や
神
社
、
寺
等

の
寄
進
は
伝
統
的
で
あ
る
に

つ
け
、
公
共
建
造
物
へ
の
寄

付
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
策

を
練
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

父
親
が
小
学
校
に
土
俵
を
寄

付
し
、
そ
の
土
俵
開
き
の
大

会
で
、
私
が
負
け
た
。
そ
の

時
の
ガ
ッ
カ
リ
し
た
父
親
の

顔
を
忘
れ
な
い
。

　
ち
な
み
に
日
体
大
に
も
附

属
支
援
学
校
に
も
多
額
の
寄

付
を
し
て
下
さ
る
卒
業
生
や

支
援
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

私
は
、
そ
の
方
々
の
善
意
を

後
世
に
ま
で
伝
え
る
よ
う
に

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
国
士
舘
大
の
校
章
は
楓

（
カ
エ
デ
）
の
葉
で
あ
る
。

そ
れ
は
松
陰
神
社
に
植
え
ら

れ
て
い
る
楓
の
葉
だ
と
い

う
。
式
典
に
紅
葉
し
た
楓
が

飾
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

　
（
日
体
大
理
事
長
、
松
浪

健
四
郎
）

（１３） 第２９２１号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）１月１日（月曜日）（１３） 第２９２１号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）１月１日（月曜日）

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
に
よ
る
と
、
国
内
企
業
の

３
社
に
２
社
が
後
継
者
不
在

で
、
業
種
別
で
は
サ
ー
ビ
ス

業
の
不
在
率
が
最
も
高
い
。

後
継
者
候
補
は
「
子
供
」
が

４
割
と
最
も
高
く
な
っ
て
い

る
。

　
企
業
の

・
５
％
が
後
継

者
不
在
と
回
答
。
前
回
調
査

（
２
０
１
６
年
）
に
比
べ
て

０
・
４
㌽
上
昇
し
た
。

　
８
の
業
種
別
で
は
サ
ー
ビ

ス
業
が

・
８
％
と
最
も
高

い
。
以
下
、
建
設
業

・
２

％
、
不
動
産
業

・
０
％
、

小
売
業

・
４
％
の
順
。

　
地
域
別
で
は
北
海
道
が


・
０
％
と
最
も
高
い
。不
在
率

が
低
い
の
は
四
国
の

・
２

％
、北
陸
の

・
１
％
な
ど
。

　
売
り
上
げ
規
模
別
で
は
、

「
１
億
円
未
満
」が

・
０
％

と
最
も
高
く
、「
１
千
億
円
以

上
」
が

・
３
％
と
最
も
低

い
。
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
不

在
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
後
継
者
が
い
る
企
業
に
そ

の
属
性
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

子
供
が

・
５
％
と
最
も
多

か
っ
た
。前
回
調
査
に
比
べ
、

１
・
９
㌽
上
昇
し
、
初
め
て

４
割
を
超
え
た
。
以
下
は
非

同
族

・
４
％
、
親
族

・

６
％
、
配
偶
者
７
・
５
％
の

順
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
１
８
年
の
中

小
企
業
の
景
況
見
通
し
調
査

を
行
っ
た
。
２
０
１
８
年
の

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
（
前
年
比
で

業
況
が
改
善
の
企
業
割
合
か

ら
悪
化
の
企
業
割
合
を
引
い

た
値
）
は

・
４
で
、
２
０

１
７
年
（

・
９
）
か
ら
２

・
５
㌽
低
下
の
見
通
し
だ
。

６
の
需
要
分
野
別
で
は
、
建

設
関
連
と
衣
生
活
関
連
で
上

昇
の
見
通
し
。
業
況
改
善
に

期
待
す
る
要
素
は
「
円
高
に

伴
う
取
引
先
の
生
産
・
調
達

の
国
内
回
帰
」
「
２
０
２
０

年
予
定
の
東
京
五
輪
に
伴
う

需
要
の
発
生
」
が
多
い
。

　
調
査
は

月
中
旬
、
三
大

都
市
圏
の
同
公
庫
取
引
先
９

０
０
社
に
実
施
。
こ
の
う
ち

５
５
４
社
か
ら
有
効
回
答
を

得
た
。

　
２
０
１
８
年
の
業
況
見
通

し
に
つ
い
て
、
「
改
善
」
と

す
る
回
答
が

・
７
％
、

「
悪
化
」
と
す
る
回
答
が


・
３
％
。
こ
の
ほ
か
「
横
ば

い
」
が

・
０
％
だ
っ
た
。

こ
の
改
善
か
ら
悪
化
を
引
い

た
値
が
Ｄ
Ｉ
と
な
っ
て
い

る
。

　
Ｄ
Ｉ
を
需
要
分
野
別
に
見

る
と
、
設
備
投
資
関
連
が


・
０
と
最
も
高
い
。
た
だ
、

前
年
か
ら
９
・
３
㌽
低
下
の

見
通
し
だ
。

　
次
に
高
い
の
が
食
生
活
関

連
で

・
４
と
、
前
年
と
同

水
準
の
見
通
し
。

　
電
機
・
電
子
関
連
は

・

８
、
乗
用
車
関
連
は
７
・
９

で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
比

・

５
㌽
、

・
２
㌽
の
大
幅
減

の
見
通
し
。

　
建
設
関
連
は

・
９
、
衣

生
活
関
連
は
２
・
８
で
、
前

年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
９
・
３
㌽
、

２
・
８
㌽
上
昇
の
見
通
し
だ
。

　
２
０
１
８
年
の
業
況
を
改

善
と
判
断
す
る
上
で
影
響
が

大
き
か
っ
た
項
目
（
三
つ
ま

で
の
複
数
回
答
）
は
「
国
内

需
要
の
動
向
」（

・
６
％
）、

「
海
外
経
済
の
動
向
」
（


・
６
％
）
、
「
主
要
原
材
料

等
の
仕
入
れ
価
格
の
動
向
」

（

・
９
％
）
な
ど
。

　
悪
化
と
判
断
す
る
上
で
影

響
が
大
き
か
っ
た
項
目（
同
）

は
「
国
内
需
要
の
動
向
」

（

・
７
％
）
、
「
主
要
原

材
料
等
の
仕
入
れ
価
格
の
動

向
」
（

・
６
％
）
、
「
製

・
商
品
の
販
売
価
格
の
動

向
」
（

・
３
％
）
な
ど
。

　
業
況
改
善
に
向
け
て
２
０

１
８
年
に
最
も
期
待
す
る
要

素
は
、
「
円
高
に
伴
う
取
引

先
の
生
産
・
調
達
の
国
内
回

帰
」が

・
０
％
と
ト
ッ
プ
。

以
下
、
「
２
０
２
０
年
予
定

の
東
京
五
輪
に
伴
う
需
要
の

発
生
」
（

・
５
％
）
、

「
株
高
や
所
得
の
増
加
に
よ

る
消
費
マ
イ
ン
ド
の
改
善
」

（

・
２
％
）
、
「
消
費
増

税
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の

発
生
」
（
９
・
６
％
）
、

「
政
府
・
地
方
公
共
団
体
等

に
よ
る
各
種
政
策
・
予
算
の

執
行
」（
８
・
６
％
）な
ど
。

　
２
０
１
８
年
に
向
け
て
の

不
安
要
素
は
（
三
つ
ま
で
の

複
数
回
答
）
「
国
内
の
消
費

低
迷
、
販
売
不
振
」
（

・

６
％
）
、
「
人
材
の
不
足
、

育
成
難
」
（

・
２
％
）
、

「
原
材
料
価
格
、
燃
料
コ
ス

ト
の
上
昇
」
（

・
２
％
）

な
ど
。

　
経
営
基
盤
の
強
化
へ
２
０

１
８
年
に
注
力
す
る
分
野
は

（
同
）
「
営
業
・
販
売
力
の

強
化
」
が

・
２
％
、
「
人

材
の
確
保
・
育
成
」
が

・

８
％
と
多
く
を
占
め
た
。
以

下
は
、
「
販
売
価
格
引
き
上

げ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」
（


・
５
％
）
、
「
財
務
体
質
の

強
化
（
借
入
金
返
済
等
）
」

（

・
４
％
）
、
「
供
給
能

力
の
拡
充（
設
備
増
強
等
）」

（

・
８
％
）
な
ど
。

　
経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動

態
統
計
調
査
の

月
分
速
報

を
公
表
し
た
。
対
個
人
サ
ー

ビ
ス
業
の
趣
味
・
娯
楽
関
連

５
業
種
の
売
上
高
は
、
遊
園

地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク（
Ｔ
Ｐ
）

が
５
６
８
億
５
４
０
０
万
円

で
、
前
年
同
月
比
４
・
５
％

減
と
、

カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た
。
同
月
は
ボ
ウ
リ
ン
グ

場
の
み
前
年
同
月
を
上
回
っ

た
。

　
Ｔ
Ｐ
の
内
訳
は
、
入
場
料

金
、
施
設
利
用
料
金
収
入
が

５
・
５
％
減
少
。
入
場
者
数

は
一
般
が

・
８
％
、
団
体

が

・
９
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
。

合
計
で

・
５
％
減
少
し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
同
４
・

６
％
増
の

億
２
１
０
０
万

円
と
、
２
カ
月
ぶ
り
に
増
加

し
た
。
利
用
者
数
が
５
・
２

％
増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
同

・
１
％

減
の

億
３
千
万
円
と
、
５

カ
月
ぶ
り
に
減
少
し
た
。
利

用
料
金
収
入
が

・
０
％
、

利
用
者
数
が

・
８
％
そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
同
５
・

２
％
減
の

億
９
７
０
０
万

円
と
、
３
カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た
。
利
用
者
数
が
３
・
８

％
減
少
し
た
。

　
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は
同
４

・
８
％
減
の
２
８
５
０
億
７

０
０
万
円
と
、

カ
月
連
続

で
減
少
し
た
。

　
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
教

養
・
生
活
関
連
５
業
種
の
売

上
高
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
な
ど
３
業
種
が
前
年
同

月
比
増
加
。
結
婚
式
場
業
な

ど
２
業
種
が
同
減
少
し
た
。

　
※
お
断
り
　
隔
週
連
載
の

「〝
税
〟肉
を
落
と
す
」
は
１

月
５
日
付
に
掲
載
し
ま
す
。

　
総
務
省
の
労
働
力
調
査

（

月
分
速
報
）に
よ
る
と
、

２
０
１
７
年

月
の
完
全
失

業
率
（
季
節
調
整
値
）
は
２

・
８
％
だ
っ
た
。
５
カ
月
連

続
で
同
率
と
、
低
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。

　
２
０
１
７
年
２
月
、

年

２
カ
月
ぶ
り
に
２
％
台
（
２

・
８
）
に
回
復
。
５
月
に
３

・
１
％
と
悪
化
し
た
が
、再
び

２
％
台
を
維
持
し
て
い
る
。

　

月
の
完
全
失
業
者
数
は

１
８
１
万
人
で
、
前
年
同
月

比

万
人
減
。
求
職
理
由
別

で
は
、
「
勤
め
先
や
事
業
の

都
合
に
よ
る
離
職
」
が
同
１

万
人
減
。
「
自
発
的
な
離
職

（
自
己
都
合
）
」
が
同
６
万

人
減
。
同
月
の
就
業
者
数
は

６
５
８
１
万
人
で
、
前
年
同

月
比

万
人
増
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
１
７
年

月
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
経
営
業
者
の

倒
産
（
負
債
１
千
万
円
以
上

の
法
的
整
理
）
は
２
件
、
負

債
総
額
は
５
億
９
０
０
万
円

だ
っ
た
。
件
数
、
額
と
も


年
最
少
を
記
録
し
た
。

　
件
数
は
前
月
比
、
前
年
同

月
比
と
も
に
６
件
減
少
（


・
７
％
減
）
。
負
債
総
額
は

前
月
比

億
７
８
０
０
万

円
、
前
年
同
月
比

億
８
９

０
０
万
円
そ
れ
ぞ
れ
減
少

（

・
０
％
減
、

・
９
％

減
）
し
た
。

　
件
数
は

カ
月
連
続
で
１

桁
台
。
負
債
総
額
は

カ
月

連
続
で
１
０
０
億
円
の
大
台

を
下
回
っ
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
１
件
減

（
１
・
４
％
減
）
の

件
。

負
債
総
額
が
同

億
１
７
０

０
万
円
減
（

・
６
％
減
）

の
３
３
８
億
円
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
１
７
年

月
の

旅
行
業
の
倒
産
（
負
債
１
千

万
円
以
上
の
法
的
整
理
）
は

２
件
、
負
債
総
額
は
５
億
５

７
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
件
数
は
前
月
と
同
数
。
前

年
同
月
比
は
１
件
減
少
（


・
３
％
減
）
し
た
。

　
負
債
総
額
は
前
月
比
２
億

６
７
０
０
万
円
、
前
年
同
月

比
５
億
１
千
万
円
そ
れ
ぞ
れ

増
加
（

・
１
％
増
、
１
０

８
５
・
１
％
増
）
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
累
計
は
、
件

数
が
前
年
同
期
比
３
件
増

（

・
０
％
増
）
の

件
。

負
債
総
額
が
同
１
９
６
億
８

０
０
万
円
増
（
１
１
６
０
・

２
％
増
）
の
２
１
２
億
９
８

０
０
万
円
。
３
月
に
発
生
し

た
て
る
み
く
ら
ぶ
関
連
２
社

の
倒
産
で
負
債
総
額
が
大
き

く
増
え
て
い
る
。


